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本研究は， 児童の学習意欲を育て る授業の在 り 方について検討する こ と を 目 的 と した も
のである。 学習意欲を育て る ためには児童主体の学習活動が必要 と 考え， その中で話 し合
い活動を取 り 上げて実閥受業を行っ た。 話 し合いでは， 聴き手に焦点を当て， 観察 ・ 分析
を行った。 その結果， 個人で考え る 時間 を設けてか ら他人の考えを聴 く 中で児童は聴解を
行い， 知識 ・ 理解を高め る こ と で意欲的な態度が表れる こ と が明 らかになったo そ して，
実蹴受業 を も と に児童の学習意欲を育て る話 し合いの授業を 5 つの段階か ら整理 した。
[キー ワ ー ド] 学習意欲， 児童主体， 話 し合い， 聴き手， 聴解
1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
日 本では F学習意欲向上のための総合的戦略」
(文部科学省， 2004) な ど， I関心 ・ 意欲 ・ 態度」
の育成を重視 し て き た に も かかわ らず， 子 ど も の
学習に対す る 関心意欲の低下が懸念 さ れ続けてい
る。 学習意欲， すなわち 「 自 ら学ぶ意欲J につい
て， 棲井 (2009) は 「 自 発的に学ぶ動機の こ と で
あ り ， 学習動機の一つ」 と 定義づけている。 つま
り ， 学習それ 自 体に関心があって取 り 組む内発的
動機づけ に加え， 自 己実現に向かお う と するタ陪善
的動機づけ を含むも のである。 こ れ ら は， どち ら
も他律的でな く 自 己決定に よ る意欲であ る と 捉え
る こ と ができ る。 自 己決定について， 樫井 (1997)
は， ラ イ ア ンの 自 己決定理論を も と に 「 自 分でで
き る」 か ら 「 自 分で決めてする」 と い う 児童の主
体性を重視する こ と で 自 発性を育て る と している。
児童の主体的な学習活動を考えた時、 どの教科
で も 共通 して 「話 し合し リ と し づ 手段が よ く と られ
る。 し か し， 話 し合いの中で児童の学習意欲を観
察 し よ う と 思っ た と き 話 し手 (発話者) について
は観察 しやすいのに対 し， 聴き手(非発話者) につ
いては非常に観察 し に く い。
話 し合いで常に聴き 手に徹 して い る 児童は学
習 して い る と 言え る のだろ う か。 ただ聞いている
だ、けで終わっ て しま っ ては， 学習意欲の育ち も学
び も ない ま ま に授業が終わっ て しま う 危険性も あ
る だろ う 。 しか し， 授業中 に発言 しないこ と がす
なわち意欲が低い と は必ず し も言い切れない。
児童の積極的授業参加行動について， 布施 ・ 小
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平 ・ 安藤(2006) は動機づけ と の関連に着 目 してい
る。 こ の研究で， 授業の中の児童が行 う 積極的授
業参加行動を 「挙手 ・ 発言J ， I注視 ・ 4開恵J ， I準
備 ・ 宿題J の 3 項 目 に分類 し， 動機づけが高 く ，
授業を一生懸命に受けてい る と 認識 している児童
ほ ど， 積極的授業参加行動の頻度が多 く ， 中でも
「注視 ・ 4開恵」 の行動を多 く 示す こ と を明 ら かに
してい る。 つま り ， 最も積極的な授業参加行動で
あ る と みな さ れやすい 「挙手 ・ 発言」 よ り ， I注視 ・
傾聴」 の方が動機づけや積極的参加の 自 己評価 と
の関連が強い と い う こ と にな る。 したが っ て， 話
し合いの中で発言を していない児童 も ， {I開恵 と い
う 形で積極的に授業に参加 してお り ， 動機づけが
高い と 考える こ と も でき る だろ う 。 ただ し， 話 し
合いの中で聴き 手が相手の発言を し っ か り と 自 分
の 中 に取 り 入れよ う と してい る こ と が前提と な る。
では， 聴き 手が積極的に話を聴 く ために， 教師
は どの よ う な支援ができ る のだろ う か。 迎 (2005)
は， 話 し合いの中の聴き 手の聴解について研究 し，
聴き手は 自 身の意見や考え と 他者の も の と を照合
する と い う 行為を通 して 自 分の考え を よ り 確かな
も のに した り 変容 さ せた り する こ と ができ る と し
た。 聴解 と は， I聴き 手 自 身の既得知識や文脈情報
を手掛か り と して発言内容の意味を再構築する能
動的行為J ， つま り ， 聴き 手は話 し合いの中で聴解
と い う 行為をする こ と で， 他者の意見を聴き 自 分
の も つ意見 と 比較する こ と で、 自 分に 自 信を も っ た
り ， 新たな知識を身につけた り する こ と ができ る
と と ら え る こ と ができ る。
以上の先行研究か ら， 児童の話 し合いの中で聴
き 手に焦点を当て， 児童が聴解を通 して意欲的に
学習する 姿を追求 した授業づ く り を したい と 考え，
木研究に取 り 組む こ と と した。
(2) 研究の 目 的
本研究では， 話 し合いの中で聴き 手 と な る児童
の学習意欲を育む授業づ く り を 目 的 と する。 具体
的には以下の 2 点を 目 的 と する。 ①話 し合いの実
践を行い， 聴き 手が穂解でき る授業づ く り を検討
する。 ②その上で聴き手に焦点を当 て， 学習意欲
の向上が見 られたかを分析する。
(3) 研究の方法
本研究では， 小学校の実習において， 話 し合い
を通 して聴き 手 と な る児童の学習意欲を高める授
業づ く り に焦点 を 当 てた実践 と その検討を行 う 。
その際の手順は以下の通 り であ る。
① 聴き 手が積極的に参加でき る よ う な話 し合い
の授業を計画 し， 実践する。
② ①の授業は， 聴き手 と な る児童が聴解 し， 理
解 を深 め る こ と で学習意欲 の 向 上 を狙 う も の
と する。
③ 授業後， 学級担任を含む参観者か ら事後研究
会にて意見を聴 く 。
④ 事後研究会， 児童の反応や授業記録をふま え
て 自 評を行い， 授業を振 り 返る。
⑤ ③④を も と に， 導入 した指導方策や授業の効
果について考察する と と も に， 今後の誌哩につ
いても検討する。
なお， ①については A 小学校 [実閥受業 1] ， [実
樹受業 2] で， ②については B 小学校 [実閥受業 3]
でそれぞれ実践を行 う 。
2 先行研究の検討
鈴木 (1995) は， 主体的に学習 に取 り 組む子 ど
も を育成する授業を構想 している。 具体的には，
(1) 学習課題の工夫， (2) 具体的な活動の重視， (3) 
個人思考一集団思考の学習過程， (4) 学習 を活かす
場の設定を考え る と い う 構想で授業を実践 ・ 検討
している。 そ の結果， 個人で考える時間を与え個
人で問題解決を さ せた後に集団で思考する時間 を
確保する こ と が一人一人の考えを深め る こ と に有
効 と している。
藤村 ・ 太田 (2002) は， 算数の授業における非発
言者の学習方略について実践 ・ 研究 している。 そ
の中で， 非発言者でも解法の意味を理解 して利用
した も の は方略の使用が変化する こ と を指摘 して
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いる。 こ の実践か ら， 発言せず聴いている だけの
子 ど も も能動的に授業で話 し合われる こ と の意味
を理解 し よ う と する こ と に よ っ て概念や方略が変
容する 学習が起き る こ と を明 らかに している。
授業における話 し合いの場面において， 秋 田 ・
市川 ・ 鈴木 (2002) は， I聴 く J 行為が授業において
子 ど も た ち の 中 で どの よ う に行われている のかを
検討する必要性を説いている。 検討の方法 と して
は， 発言に対 して聴き 手の応答の仕方や聴いてい
る と き の思考過程を調べ， 授業後に学習内容の理
解や記憶を調べる こ と から， どの よ う に聴いてい
たのかを推測 し研究する こ と が必要であ る と して
い る。
小学生の学習意欲 と 学習行動 の 関連につい て
研究を した松島・ 尾崎 (2006) は， 学習行動や学習ス
キノレな ど， 具体的な学習の方法を身につけ る こ と
で， 知識を増や し学力 を高め， そ の こ と に よ り 学
習意欲が向上する と し づ 好循環を生 じ させる と し
ている。 また， 学習意欲の高い児童は， 意欲の低
い児童に比べ授業に集中 し， 自 立的な学習習慣を
持ってお り ， 学習が成立するための基本的な学習
行動を行なっ ている こ と を明 ら かに している。
以上の先行研究か ら ， 聴き手が積極的に参加で
き る よ う な話 し合いの授業 と して以下の 2 点を取
り 入れて実践する。
- 個人で思考 ・ 観察 ・ 実験する時間 を確保する0
. 個人で思考 した後に話 し合いの時間 を設け，
意見の交流をする。
ま た， 話 し合いの 中で聴き 手 と なる児童を分析
する視点 と しては以下の 2 点を取 り 入れる こ と と
する。
- 話 し合いの 中 で聴き手 と な る児童に焦点を 当
て， 発言に対 して聴き 手の応答の仕方や聴いて
いると き の思考過程を推測す る 。 ま た， 授業後に
学習内容の理解や思考を分析 し， 聴き 手が話 し
手の発言 を 受 け て考えが変化 した か ど う かを
考察する。
- 聴き 手の児童の学習行動を観察 し， 聴く こ と
で具体的 な学習 の方法を身につけ ら れたかを
観察 ・ 分析する。 ま た， そのこ と に よ り 学習意
欲の向上が見 られたかも 同時に観察 ・ 分析する。
3 実践と 結果 (明 らかにな っ た こ と )
(1) 参観 した授業か ら
教職専門実習Nで配属 さ れた B 小学校で， 同小
学校の教師 X 教諭が行なっ た授業を筆者が参観 し
記録 した も のであ る。
平成 23 年 11 月 に B 小学校 2 年生 (33 名) を対
象 と した算数科 「かけ算J の授業実践である。 本
時はかけ算の 7 の段の問題について考える授業で、
あ る が， 児童はま だ 2， 3， 4， 5 の段ま で しか学習 し
ていない状態で、あった。 授業の流れは表 1 である。





主幹反用の写真 (※図 1-(D) を使用]
前時でお菓子の数の求め方を振 り 返 り ， 児童 日 が提
案した 13 X 5 と 4X 5J を取 り 上げて全員で考える。
[ プ リ ン ト (※図 lべz)) を使用]
プリ ン ト を黒板に貼り ， 児童 a の考え方を視覚的に
表す。
[ プ リ ン ト ， かけ算カー ド (※図 1一@) を使用]
児童 a の考えを受けて他の求め方を考える。 求め方
を全体に発表する。
し ゃ しんの よ う に
こ の 中 におか しが入
っ ています。
おか しの数の も と
めかたを考え よ う 。
図 1 -①. 黒板には られた視覚教材
①実践の内容
上記の よ う に， x 教諭は問題を視覚化 して表 し
ていた。 これに よ っ て数名 の児童か ら は， すでに
学習 した 5 の段を使えば 5 X 7 でチ ョ コ レー ト の
個数が求め られる と い う 考えが 出 さ れた。 ま た，
児童 a は 3 の段 と 4 の段を使え る か ら ， 3 X 5 と 4
X 5 を してたせばいい と い う 考え を 出 した。 これ
ら の意見を受けて， 教師は写真のお菓子に似せた
ワ ーク シー ト を黒板に貼 り ， その考えを下の図 1一
②の よ う に視覚化 した。
3 X 5  
4 X 5  
図 1ベ2). 児童 a の考えの解説
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する と ， それま では 7 X 5 (計算の考え方 と して
は 5 X 7) と い う 答えに落ち着いていた児童たちの
様子に変化が見 られた。 黒板の よ う に図を利用 し
て 7 X 5 を分けて考え始めたので、あ る。 考え る た
め に B 小学校 2 年生の児童 ら は手作 り のカー ドを
使用 していた。 こ の時間， 児童の多 く が算数の授
業中にカー ドを使っ て考え る 姿が見 られた。 児童
が使用 していたカ ー ド (以下 「かけ算カー ドJ と よ
ぶ こ と にする) は図 1 ③で表 した よ う な も ので
ある。
図 1 -③. かけ算力一 ド
かけ算カ ー ドを使 う こ と で， 児童はチ ョ コ レー
ト の写真か ら見て と れる 7 X 5 を も っ と 小 さ な数
のかけ算に分解 して計算でき る こ と に気づ く こ と
ができ た。 その中でも， 授業中 に発言する こ と な
く 学習に取 り 組む姿が見 ら れた児童 b に焦点を 当
てて観察を行っ たO 児童 b は， 児章 a の考えた 17
X 5 を 2 つ以上の式に分 け る計算J (以下， こ の よ
う な計算の仕方を児童の言葉を借 り て 「わけ算J と
呼ぶ こ と にする) をかけ算カ ー ド を使用する こ と
で， 最初に児童 b が考えた 13 X 5 と 4 X 5J に続き ，
15 X 5 と 2 X 5J 16 X 5 と 1 X 5J ， 写真を横に見て 12
X 7 と 3 X 7J と 出す姿が見 られた。 式を求めた後
に も人前で、発表 した り ， 話 し合いの中で発言 した
り する 姿は見 られなかっ たが， 筆者がそばに行 く
と カ ー ドを使いなが ら 自 分が どの よ う に考えたの
かを し っ か り と 説明する こ と ができ ていた。
図 1 ー@. 力一 ド を使 っ て考え る児童 b
②実践か ら の考察
聴 き 手 と し て児童 b に焦 点 を 当 て ， 秋 田 ら
(2002) の考える聴き 手の手順に沿っ て考察するO
a) 友達の発言への応答や聴いて い る と き の思
考過程を推測する
児童 a の考え る 3 X 5 と 4 X 5 を して足せばい
い と し 1 う 意見に対 して児童 b の応答は見 られな
かったO しか し， 即座にかけ算カ ー ドを取 り 出
し， 黒板に示 さ れた も の (図 1 ②) と 同 じ よ う な
形をつ く る 姿が見られた。 しかも， こ の と き児
童 b は児童 a が示 した手法で複数個の 「わけ算J
の式を 自 ら つ く っ ていた。 こ のキ恭子か ら， 児童
b は児童 a の考えを理解 し， 自 ら考えて課題を
解決する こ と ができ た と 言える。
b) 授業後 に学習 内容の理解や思考を調べ る こ
と か ら どの よ う に聴いていたのかを推測する
次時に児童 b の様子を観察 した と こ ろ， 前時
で児童 a の考えを受 けて作っ た 「わけ算」 の考え
方をプ リ ン ト にま と め る こ と ができ ていた。 ま
た， その際かけ算カ ー ドを使用 して一人で考え
る 姿が見 られた。 こ の こ と か ら， 児童 b は学習
した 「わけ算」 を理解する こ と で， 次時ではそ
れを活用する こ と ができ ている と 言え る。
以上の考察か ら ， 児童 b は聴解を していた と し 、
う こ と ができ る。 しか し， こ の聴解 と 学習意欲 と
が どの よ う に関係 している のかがはっ き り してい
ない。 そ こ で， こ の先行実践を踏ま えて [授業実
践 3] を行い， 話 し合いの中の聴き 手であ る児童 b
に焦点 を 当 て， 話 し合いの中での聴解 と 学習意欲
について観察 ・ 分析を行 う 。




1 ③私たちが住む市について， 知っている こ と を話
し合お う 。
①山形市の中で知っている こ と をノ ー ト に書く 。
(個人活動)
②山形市の 中で、知 っ ている こ と を全体で話 し合
フ 。
2 。山形市の特徴を知る ための方法を考えよ う 。




平成 23 年 7 月 に A 小学校 3 年生 (34 名) を対
象に社会科の授業を実践 した。 単元名 は 「市の様
子」 である。 単元の主な流れは表 2 に記す通 り で
あ る。 観察夫橡 と な る聴き 手の児童は， 話 し合い
で発表する こ と に消極的な児童 c を抽出児童 と し
て観察する こ と に した。
1 時間 目 は， 学習課題を提示 し， は じめに 10 分
程度個人でノ ー ト に書く 時間 を取っ た と こ ろ， 児
童 a は楽 しんで取 り 組めていた。 その後， ク ラ ス
全体で、発表を行っ た と こ ろ， 聴き手 と なっ た児童
c は発表 さ れた こ と に積極的に反応する姿が見 ら
れた。 振 り 返 り では 「めあて を達成する こ と がで
き た。 33 個 も書けて よ かっ た。 」 と 自 分の学習 を
肯定的に評価 していた。
一方， 2 時間 目 は 1 時間 目 同様学習課題を提示
し， は じ め に個人でノ ー ト に書 く 時間 を取っ たが，
児童 a は ノ ー ト に何も書けなかっ たO その後の話
し合いで， 児童 c は友達の発表に対 して常に無反
応で、あった。 その 日 の振 り 返 り で児童 c は 「何を
考えた らいいのかわか ら なかったから発表で、き な




時数 学習内容 (学習課題令 学習活動0)
1 ③1 時間 目 と 5 時間 目 での太陽と かげを比較 して ヒ
ミ ツを見つけよ う 。
①l 校時間こかげ踏み遊びをする。
�5 校時目 にかげ踏み遊びをする。
③太陽やかげについて気づいたこ と を話 し合 う 。
2 ③太陽の動き を観察 し よ う 。
①遮ア己板を使っ て太陽の動き を観察する。 (グラ ウ
ン ド)
②1 日 の太陽の動き を調べるための方法を考える。
3 ③かげを記録 して太陽の動 き を考えよ う 。
①観察の道具を用意する。
②グラ ウ ン ドに観察道具を設置 し， かげを記録す
る。
③1�2 時間おき に観察 ・ 記録する。
4 ⑨かげの記録から太陽の動き を考えよ う 。
①かげの記録用紙に太陽の位置を書き込んでい く 。
②記録を も と にわかっ た こ と をノ ー ト に書 く 。
③太陽の動き について全体で話し合 う 。
④太陽の位置やかげの長 さ についてま と める。
平成 23 年 9 月 に A 小学校 3 年生 (34 名) を対
象に理科の授業を実践 した。 単元名 は 「太陽 と か
げの動き を調べよ う J である。 単元の主な流れは
表 3 に記す通 り である。
① 1 時間 目
2 回の影踏み遊びを通 して影について気づいた
こ と を発表 させる と ， 児童か ら以下の こ と が挙げ
られた。
• 1 時間 目 と 5 時間 目 では影の向きが同 じだっ
た。
• 1 時間 目 と 5 時間 目 で、は影の向きが違ったo
- 太陽の位置が違った。
(1 時間 目 …東、 5 時間 目 …南)
. 影の濃 さが違っ たO
② 2 時間 目
実樹受業 1 時間 目 で， 児童は太陽や影の位置は
時聞が経っ と 変わ る こ と は把握 した も のの， どの
よ う に動いてい る かについてはま だ暖昧であったO
太陽が動いてい る のかを者皆忍す る た めに遮光板を
使っ て太陽を観察 した。 こ の観察で太陽は短い時
間でも確実に動いてい る と い う 結果を児童全員が
得る こ と ができ た。 観察後， 時間を決めて太陽の
影を観察すれば， 太陽の動き を知 る こ と ができ る
と い う 児童の発言か ら， 次時は影を利用 して太陽
の動き を調べる こ と になったO
③ 3 時間 目
影の位置を記録す る た め に割 り 箸に画鋲を指
した も の と 画用紙を全員分用意 した。 道具を も ち，
児童 と 一緒に グ ラ ウ ン ドに出た。 観察の記録は図
2 の よ う な も のである。
図 2. 児童の観察記録
曇 り 空で、あったため， 影がほ と ん ど見えなかっ
た。 う っす ら と 見える影を記録する児童 も いれば，
見えないから ど う してし W 哨当分か ら ない児童も 見
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られた。 ま た， 観察のノレールが定着 してお らず，
一度観察 した位置か ら板を動か して しま う 児童も
見 られた。 観察は時間 を変えて 4 回程度行った。
④ 4 時間 目
前時の記録を も と に太陽の動 き について話 し
合いを行っ たO 結果を話 した児童は 「東か ら西の
方向に動いていた。 」 と い う 意見が多かっ たが， I南
か ら西を通って北の方に動いていた」 と し づ 児童
も数名 いた。 聴き手の児童は 自 身の観察記録を見
て比べなが ら聴いていた。 こ こ で， 導入時の観察
や 3 時間 目 の観察 し た こ と を も と に して ほ と ん ど
の児童は太陽の位置を方位ではな く ， I鉄棒側」 や
「プーノレ側」 と し 、 っ た言葉を使 う こ と に気がつい
た。 前時の記録を も と に方角 に着 目 して太陽の動
き をま と めたい と 思い， Iつま り ， 方角 で言 う と ? J
と促す と ， 児童の反応は数人 しか聞 こ えなかっ たO
聴き手の児童は観察記録ではな く ， 教師の方を見
つ めた り ， 友達の顔を見つめた り していた。 そ こ
で， 黒板にグラ ウ ン ドの見取 り 図 を書き ， プーノレ
の方向 を指 して 「 こ の方角 は ? J と 質問する と ，
「西J ， I南J ， I北J と し 、 っ た声がた く さ ん聞 こ え
た。 児童が方角 を理解 していなかっ た こ と がわか
っ た。 黒板に方位を書き ， 全員で方角 を確認 した
後に も う 一度太陽の動き を有儲忍する と ， I東か ら南
を通っ て西に進む」 と い う 意見でま と ま っ たo こ の
と き ， 聴き手 と なっている児童はほ と ん ど全員が
自 身の観察記録を見なが ら聴いていた。 中には う
なずいた り ， 指で、なぞ、っ た り ， ノ ー ト に書いた り





ボー ト が 6 台あ り ます。 1 つのボー ト に 9 人ずつの
っ ています。 ボー ト にのっている人はぜんいんで
何人で し ょ う か。
答 え を求め る ため の式や
考え方を ノ ー ト に書 く 。 そ
の際、 図や言葉を使って書
いて も よいこ と を石室認、
話 し合いの準備段階。 数名 の児童の考え を黒板
に書いて も ら う。
話し合い。 代表児童が考えを発表。 こ
れについて話し合 う 。
平成 23 年 11 月 に B 小学校 2 年生 (33 名) を対
象に算数科 「かけ算」 の授業を実践 した。 こ の実
践は先に述べた X 教諭の実践の後に行っ た も ので、
あ り ， 同 じ単元を取 り 扱っている。 実践の主な流
れは表 4 ①の通 り であ る。
なお， かけ算の学習は 2， 3， 4， 5， 6， 7， 8 の段につ
いてはすでに学習済みであ り ， 本時は未習の 9 の
段のかけ算について考え方を学ぶ時間の授業実践
である。
本時は筆者が X 教諭の ク ラ ス で授業を実践 した
ので， x 教諭の実践同様児童 b の行動に焦点を当
てて観察 ・ 分析を行っ た。 観察 ・ 分析については，
授業時の児童の活動の様子を観察する他に， 授業
記録を用いて行っ た。 以下では， 授業の中での児
童 b の学習の様子を①課題について考える場面②
話 し合いの中で友達の発言を聞 く 場面の 2 つに分
けて記 してし て 。
① 課題について考える場面
児童 b の ノ ー ト には 9 X 6 と し づ 式が記さ れて
いた。 式の答え と 説明 は記 されていない状態であ
っ た。 し か し， こ の と き ， 児童 b の手にはかけ算
カ ー ドがに ぎ られてお り ， x 教諭の授業同様 9 と
い う 数を分けて考え る 操作が見 ら れた。 こ の と き
の行動か ら ， 児童 b は前時で学習 した 「わけ算J
を習 っ ていない段のかけ算の解決法 と して意識 し
て活用 している と 考え られる。
② 話 し合いの 中で友達の発言を聴 く 場面
子 ど も たちの考えた計算方法の中で， 児童 d は
以下の よ う な計算の仕方を黒板に書いて発表 した。
図 3. 児童 d の書いた説明
児童 d が表 している のは 9 に 1 を足すこ と で 10
に して 10 X 6 を してから足 した分の数を引 く と い
う 考えであ る。 こ の計算方法は前時の 8 の段の学
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習で他の児童が 「変身計算J と 名付けて発表 して
いたが， 考え方が難 し く ， 周 り の児童にはあま り
定着 していなかっ た。
表 4-②は児童 d の考えの発表を通 して 9 X 6 の
考え方について話 し合っ た場面で、あ る。
表 4ベ2). 児童 d が考え を話す場面
turn 発話者 発話内容
2 ・ 1 教師 d君の式も9ゆって出てきてる
2-2  児童 わかった。
2-3 児童d 9には1を足して、 1 0が6個でき
て、 さっき勝手lこ6を足したから 、
60から6を引いて。
2-4  児童b ああ、 わかりやすい。
2四5 児童e きりがいいからわかりやすい。
2 - 6  教師 どういうこと ?
2 - 7  児童e き り がいいから考えやすい。
2 必 児童b 計算しやすい。
注) r発話者J Iこ「児叢J と表記してある場合は不特定多数の
子どもの発話やつぶやきを示している。
児童 b は児童 d の説明 を聴いて理解 し， その方
法を認め る つぶやき を していた。 その後， 児童 d
の発表 した 「変身計算J で計算 し， 考え方を筆者
に説明する 姿が見 ら れた。 こ の様子か ら， 児童 b
は児童 d の考えを聴いて便利であ る と 判断 し3 使
用 した と 考え られる。
③結果
児童b は①の課題について考える場面では 9 X 6
の式を書いていた。 こ の式についての説明， 解き
方の記述はな く ， 答えは X 教諭Jの実践の際に学習
したかけ算カ ー ドを用いたや り 方で求め よ う と し
ていた。
児童 b は前時の学習， 8 の段のかけ算で 「変身計
算J の考え を聴いたが本時での 「変身計算j の活用
は見 られなかっ た。 本時で児童 d が図を用 いて発
表 した 「 変身計算j の考えを聴き 「わか り やすいj
「計算 しやすし リ と つぶやいていたO その後， 児童
b は児童 d が説明 した 「変身計算」 を使っ て計算 し，





[実蹴受業 2] は全 4 時間で， 初めの 3 時間で
太陽 と かげについて児童全員が観察結果や知識を
も ち， 4 時間 目 でそれを も と に話 し合いに臨め る
よ う に実践 した。 しか し， 観察の結果は全員が得
られていて も ， 方位を正 し く 認識 している児童が
少なかっ たため話 し合いの中で混乱が生 じて しま
っ た。 そのため， 聴き手の児童も混乱 し， 意欲は
低下 した よ う に見えた。 しか し， 方位を確認 した
後は， 聴き手も太陽の位置の表 し方を理解 し， 他
人の話を聴き なが ら 自 分の観察記録と 比較 して聴
く 姿が見 られた。 こ の と き ， う なずいた り ノ ー ト
にま と めた り していた児童は聴 く こ と に よ っ て理
解を深め， 学習意欲が向上 した も の と 考え られる。
以上よ り ， 聞 き手が理解を深め る も のにするた
めには， 話 し合いの前段階で学習の基本的な語句
な どの知識を者鶴習、する必要が あ る と 考える。
(2) 聴解
{実樹受業 1 ] ， [実践授業 2] に共通 して言える
こ と は， 児童一人一人が結果や考えを もつ こ と が
話 し手も聴き手 も 参加でき る話 し合いには必要 と
い う こ と だ。 こ こ で強調 したいのは， 聴き 手の児
童に と っ て も 自 分の意見や結果は必要 と い う こ と
であ る。 [実践授業 1 ] での児童 c の姿か らそれが
明 ら かであ る。 児童 c は 自 身の意見 を も っ て話 し
合いに臨んだと き は 自 己評価が高 く ， 他人の意見
を聴いて積極的に反応 していた こ と か ら学習意欲
が向上 した こ と がわかる。 ま た， [実尉受業 2] に
おいては全員が観察記録を作 り ， それを も と に話
し合っ た こ と で聴 き 手は 自 分 と 友達の結果を比較
しなが ら考え る こ と ができ， う なずきや自 ら ノ ー
ト にま と め る 姿 と いっ た姿が見 られた。 こ の姿か
ら聴き 手の児童の学習意欲は向上 した と 考え られ
る。
以上よ り ， 聴き 手の学習意欲の向上には次の 2
つの要因が関係する と 考える。 1 つ 目 は話 し合い
の前段階で 自 身の考え を もつ こ と ， 2 つ 目 は話 し
手の考え と 自 身の意見を比較考察する こ と である。
次に， [実閥受業 3] について聴き手で、ある児童
b の聴 く 行為について推測 してい く 。 児童 b は課
題について考え る場面で、最初に 9 X 6 の式をっ く
り ， 答えは以前学習 したかけ算カー ドを用いたや
り 方で求め よ う と していた。 しか し， 児童 d の考
えを聴いて， I変身計算J を使用する 姿が見 られた。
こ の姿か ら， 児童 b は話 し合いの中でも と も と も
っ ていたかけ算カ ー ドを使 う と い う 自 身の考えを，
児童 d の 「変身計算J と い う 考え を通 して変容 さ
せる こ と ができ た と い う こ と ができ る。 ま た， そ
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の後， 児童 b が 自 ら変身計算を使っ て解いた も の
を笑顔で説明 し に来てい る こ と か ら ， 児童 b の学
習意欲が向上 した こ と が う かが える。 こ の と き の
児童 b は， 児童 d の考えを聴 き ， 自 分の考え を変
容 さ せている こ と か ら， 藤村 ・ 大田 (2001) が述べ
る 「話 し合われる こ と の意味を理解 し よ う と する
こ と に よ っ て概念や方略が変容する 学習J が行わ
れてい る と 考え られる。
(3) 授業捕成
すべての実践授業を通 して， 聴き 手の学習意欲
を育て る授業構成について考察する。 話 し合いの
中 で聴解する こ と が聴き 手の学習意欲を育て る こ
と につなが る こ と が明 らかに な っ た。 そ こ で、， 聴
き 手の学習意欲を育て る授業構成 と して， 聴解 し
て考え る こ と ができ る授業の流れを整理する。 整
理 した も のは表 5 であ る。




有面忍する。 こ の と き ， 児童の既有知識を考慮し
て言葉や活動を選ぶ。
2 。誘植に一人で取 り 組み時聞を確保する。
全員が個人で思考でき る よ う 時聞を確保す
る。 こ の と き ， 課題を どのよ う に解決 したかを
ノ ー トやワーク シー ト に記録しておく 。
3 。話し合い と い う 意見交流の場を設ける。
個人で思考したこ と を全体で話し合 う 。
4 。話し合いの後に 自 身の考えを整理する。
聴解して得た考えをノ ー ト に整理する。
5 。も う 一度課題に取 り 組む。
聴揮 して得た考えを実際に使ってみるo
5 到達点 と 課題
(1 ) 話 し合いの重要性
本研究は， 児童の学習意欲を育て る授業づ く り
を 目 指 し， 主体的な学習活動を取 り 入れた実践に
焦点を 当 てて考察 して き た。 具体的には， 主体的
な学習活動 と してあ ら ゆる教科で取 り 入れ ら れて
い る話 し合いを取 り 上げ， その 中で聴き手に立つ
児童の学習意欲に着 目 し， 授業を実践 した。 その
後， 授業記録や授業者のメ モ な どを も と に話 し合
いの中で聴き手の児童の学習意欲が見 られた場面
について， 話し手の発言内容や授業の課題を踏ま
えて考察を行っ た。 その結果， 聴き 手の児童の学
習意欲の向上には他人の意見を聴 く こ と で 自 身の
考えを見直す， 聴解 と い う 過程が関係 している と
い う こ と がわかっ た。 具体的には， 学習課題に対
して聴 き 手 自 身の考え を も っ ている と い う 状況で
他人 (話 し手) の考えに触れる こ と に よ り ， 聴き手
が新たな知識 ・ 理解を得る と い う こ と である。 そ
して児童 b の よ う に， 聴解で、得た も の を使って課
題を解決でき る こ と で児童の学習意欲が育て られ
る こ と がわかっ たO
し か し， 実践の 中で， 児童の既有知識を把握 し
き れていなかっ たために話 し合いの流れが滞って
しま っ た場面が あ っ た。 事前に児童の既有知識を
把握 して適切な支援を考える必要があるだろ う 。
(2) 聴 く こ と への支援
児童が聴 く こ と ， すなわち， 本研究でい う 聴解
する こ と への支援 と して得た成果は以下の通 り で
ある。 聴き手が学習課題に対 して 自 分な り の考え
を持ち， 他人の考えを聴 く こ と で， 課題に対 して
新 しい知識 ・ 理解を得る こ と ができ る こ と を明 ら
かに した。 しかも ， 聴き手が 自 身の考え を も っ て
いない場合は他人の考えを聴いて も聴解でき ない
と い う こ と が示 さ れている。 聴 く こ と ， すなわち
本研究でい う 聴解する こ と への支援 と して， まず
は個人で課題 と 向 き合い， 思考する こ と が大切な
のだ と い う こ と がわかっ た。 ま た， 自 身の考えを
整理する手段 と して， 観察用紙やノ ー ト を使っ て，
後々 自 身の考え と 他人の考え を比較 しやす く して
お く こ と も聴解す る ための支援にな る こ と がわか
っ た。
(3) 今後の実践研究にお け る新たな課題
本研究では， 聴 く こ と には個人で思考する時聞
が重要であ る こ と が明 ら かになっ たが， 個人思考
の 時間を充実 さ せる支援については特に実践 して
い ない。 [ 実樹受業 3 ] での児童 b の姿か ら， 個人
思考をする 際にかけ算カ ー ドの よ う な視覚教材が
有効で、あ っ た よ う に感 じ る。 視覚耕寸に限らず，
児童が思考でき る よ う に， どの よ う な教師の支援
が可能かを考え， 実践する こ と を検討 したい。
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